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繰延税金資産の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 
 
当社は、業績の回復等により、繰延税金資産の計上を行うことになりましたのでお知らせすると

ともに、最近の業績動向を踏まえて、平成 22 年 5 月 12 日に公表しました平成 23 年 3 月期通期の

業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 

 

１.繰延税金資産の計上 

 当社は、当事業年度において営業利益・経常利益の回復を見込んでおり、さらに、今後の業績の

見通しを踏まえ、「繰延税金資産の回収可能性の判断に関する監査上の取扱い」(日本公認会計士協

会監査委員会報告第 66 号)に基づき慎重に検討した結果、8 千 5 百万円の繰延税金資産を計上する

ことといたしました。 

 

２.業績予想の修正 

 
 (1) 平成 23 年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 
 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円   円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 6,000 110 50 25 2.09 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,109 84 36 53 4.47 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 109 △25 △13 28 － 

増 減 率            （％） 1.8 △ 22.7 △ 26.9 114.2 － 

(参考) 前期実績 
 (平成 22 年 3 月期) 

6,272 △87 △151 △189 △15.80 

 



 

(2) 修正の理由 
 
売上高は、ほぼ前回予想どおりですが、営業利益および経常利益については、在庫の圧縮を目的と

した生産調整等により前回予想を下回る結果となりました。当期純利益については、特別損失として

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額3千万円および投資有価証券評価損7百万円等を計上しま

すが、前項(１.繰延税金資産の計上)のとおり、繰延税金資産 8 千 5 百万円を計上する見込みとなり

ましたので、前回予想を大きく上回る見通しとなりました。 

 

(注)本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま

す。 
       

以  上 

 


